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すそW.il,,'c111H :..i~.パ ー ／ i.lllJ- ｛剤lk.守利ni之じ ｜χl徒庁，， 述見絵巻物J 1 lilt 

奥村1'.UH~品 交政 5～）j1!t J亡q＝.’＇f (31. 0×21. 4cm) 

l九村nJ世（ 1 793 ～ 1 862）が片ー し た 「令J1& il11'c11 1・u」の l人J /iljl ）（.’：r制全 7 11 1］－の l1 H:~lllJ- に収録 さ れた絵巻

の ー；？｜； この絵巻の ／J;!Iχ｜は 、 l(•J！~ i；品九代消 i京II告 (1 733～99）の ~l l所長 （ 1 737～ 1 8 11 ）が、天守か

らI'llJjをながめ｜｜に人る11'.＼）止を＇＇＇＇iu·~ n ，，：市に命 じて捕 かせたもの i'}foは、パ似12（ド （1841) lilt 
j’本の｝杉lこ'J；：し、本1:x1はさらにそ れをi11i.1 ~ L t.ニもの
これは、以 を己たんだ ：~II分に あ たり、近；；？に 大•；•HKH · 欠川村 (J見以lメ． ） 、 ，，，杉村 （北｜ズ）の集様、

U'f致事jJ,¥（士制fii'i1縦 .J見T・.f制民）、4行j包l' （ 』行 r イ i ・ J>!_-'(,J.U I吠）へj必 じる ／Jjj立の松、JI；木、 ill ）； ~· には 、 rn

.j.Q-1!1 、 さらに；・：・； 1:11 lのう主ーまで、が捕 かれている

「令城ilu'cr11fk」は、J'Lf州科，j・ iil!IX'.'f私，j.御本九制 ・｛剤l派JUL紘，j.：之)L制 ・iil!IJ1U11i ・ 1鋼I；奈川＇i剤II立

制ni・ ー之九制 .i{~泣科，jの 9 主lniからなり 、 絵1 :x1rn<i：ども数多 くJj)(f.品、、1111iとしてはJj)(t.lしうるi>Nりの

資料を』s・,¥1Eーして 片：.＼£ された64llltにわ・よぷ大；；：ーである



一展示室－
蔵書にみる幕末の尾張藩

～（1）奥村得義と金城温古録～
1990.4. 14～6 .17 

1.·t＼川本J(.fの /lfl設から 200年余、大きな 11.'i'(~の変革が近づいていました ここ l(•J長部の人々も、それそれに11.'i'(~

の変化を！必じと っていたとj己われます。今1111と次川の 21111は、こうした11.'i代にと！＝.きた人々 の縦，I｝：を過して、桜木

のJ( •J長務の ·l!!IJ 1(1i を i剤＇＊｛｛介します。

「l(•J長t,ill-i{ (j:JJ主でもつ」と戸干くから矢II られた伝子11NJ1主 、 このb主に j.M~I材、をも っ たものならぷ人のtir·w~ど からそ

の道のf!lf究.tr・まで必ずIIを通すことになるのが「令城川肯H」です。9制64/1けから会る本j；は、 H:H!Iにわたる資
料JP..[J.t と実地調査の卜，にた って、名古l1UJ/X.についての主II りうる llJ~ りの J[li'(liな’l仁λ－を，：cf.止にととめようと奥村川義

がその＂＇＇＊てをかけて私， j¥よーした大教：であり 、IJ.l.11：にいたるまで、これ以 ｜：に:y,＂＇・hU1＆のうで！本を制縦し洋述したもの

はまだありません。
＂＇’コ.tし

奥村定Ji；待ii；｝義は、 i溶イてとしては 1，・級に}/f：， し、城代配ドの帰除IJIJI~ 1 IHI Yfiを勤めていましたが、名古川iJ主の，＼／，＼］
査を命ぜられたのをき っかけに、タtの直1)fjまで401r.1mにおよぶ「令J1&il11l111録」の私1＼築にとりくむこととなりまし
・-，、ーO

1，·~＆とはいえ、もともと奥村家は··；：： i::i 費4心で、 i皮も抗争いt(i から利明、や／i文夫：を Mi についてγ・んでおり、すでに4・II

'.'j'J: 縦，I｝：もあったと思われますが、このfJl~ ／tのために収集した，作物は数 l'i/II｝におよんだと11tZじされます。これら

は、城iλlやJ出長部｜人Htll の’l付l司など、ljlf .＼＇としては、部の機依 ＇ ） ~It ［にかかわるものが多く、彼はこれに勺 IiJ .f~必対。 (jl‘｜ 

=l(•J長滞の11紗ト絡の記録というなl沫）という J品 目 1 ;.:y，をつけて fifr11波していました

また、こうした，作物の購入、筆写料、紙や以の代令なとも、jf；.大J廷でなく、 i服務のかたわら、子予？の必をllfL11し

て、 ｛－（！~ に J光み ， 1；.きを教えていました。

n~世には、いまひとつ「怯iJ.H•:t刊行」という令部｜叶の膨大な記鈷があります。 これは、他の符frやJじ鈷からの抜

。I｝：きや、伝llfl、｜’lらの比llfJなとを ，！？きとめて制集した、多純多f,Rな｜人l手子のドj』今｜下とも¥¥ff:,；じi占ともいうべきもので‘1
－ 

この内の：分の一が「海iJJ』1i:lll

れと ·N ii狗f変してづE生した ij~ ；Jく . .t也；；：』のs；じ3止が‘1Jxめられています。この／j"：文にnJ定は、 「ー1)fj時一六似の1J1t（［、イ
ギリスm国に乱入せしより以来、 ｜凡｜克、本初に心ヲ懸る取の!!.f； よりして本初jも又古i1111 を換えらる、迄に及ふの ·J~

跡、制l；日；便宜を求で2チし集しもの也。一中田谷－irn:i、ヲミ変地妖悉'!Jiらさ る1.Fなし。キl'iや、安政の初に至て・F定り
たり 。 其il'-H :J fL 卜二1f;1 1· り 也。 能jιへハ夷~起てまll て本手15伺l泰平のi殴を党すなるへし一後略ー」と記しています。

H、？に得義63才、執筆が大誌に人るなか、世の中の到jきを敏感に受けとめ、冷静に見つめている知識人奥村併設の

姿を ！，~ ることができます。

行義の編集車Jt祭の助手を主））めた ':i~ －｛－友次郎（後の奥村定氏）は、後年生 1lfiの iJJi.の 11-,:;1；を次のように話っていま

す。 「而貌納長くしてJi!:f太く、二かはi恨のぱっちりとしたる、身長5尺7寸、体重20口松もあるf)¥t.丈夫にして、

文武を兼備せり 。 f奇 lこ手以の見事なるのみならず、 絵画および手II駄 を II持めり 。 一中時－ d~ も飲まず、州立を l契せ

ず。あいだにちょこちょこ菓チを食するのみにで、;fl；のf也は弟 子を教へ読み且つ，1；.くを常とす。其の机に対ふや、

昼はいふに及ぱず。干支も祭もったるま、にて、家政すら：！｛f11Jll.）＇ねむられるかを主 IIること何iill。！日Iでも見たく読み

たく升きたきが病にして、その恨気の強きこと実に飽くに胤えたり一後四作一」 （新愛知｜新IHJIリIifl42'il'・ 1 lJ J 2711) 

文久2ii'. 、｛伎は 、 ＊if；新の大変革を ！，~ ることなく、残りの「令fJ主il11l古銭」のrii.1；.を友次郎に託してこの｜止をう去り

ました。

「松鴻居」 「松溝居図書印」

（各々 原寸）

「松湾居図書印」

手習を教える奥村得義（新愛知新聞M42. 11. 27) 
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＜（；：城？l,,t戸If止のIi.足立とその読本について

文政4iド（1821）、奥村併設が、名前"11械についての記録編謀を！ιい」'f.ってから22作、 'tH：トの収集、桃:t!.lをへ
て、執筆を llfl llfi したのはJd~'.13 ＇.ド （ 1842 ） の脊であ ったという 。 それカ、ら 16｛ド、安l攻 5 ｛ド （ 1858 ） に制~！ f ＇必2持．が

1iff、｜＝の4；村分の校｜品lを行つたH

延】亡ij'. ( 1860 ） 、 ~ t誌の校/JJJ を終えた 4 編3liHt が「金！J主？lut古u」と し て稿に1鉱卜．された。 併設が没したのは 、 そ

の2，，，，後、そのH、iには、残り 5 制について も大方がi1'i,1：：を終え て いたらしい。 泣言により、 1~ Ux.次自11がj＇.ト義の

死後令制のii'i. 1~ を完成したが滞へ1lik I：されることはなかった。これらの以前やi1'i.1 ~ は、友次日II死後散逸したが、

JJ.l..(Eは、 lf1J!H0.l川家の11'i:,1：：を受けつぐ、＇I文wに伝わるl白人 卜．木と合わせ、＊洋文wと当文庫に名々ーセットが所蔵
される形となっている。

(1)点作文loll本 9制64巻s4111t
J・Lf§リ編 ・jil'jl天守編 .i剤l本丸編 ・｛同l深11：九制天保13～安政5｛ド j~トJ世 l ' l ~i刊！.l\:'fi木

；之九制 ・御城編 安政5～文久2｛ドごろ j ＇.ト投 ・ 友次自Jl ~ft i i'i .1~木

御深JI：御！丘制 ・」之丸制 ..j"｛~；立制 災保13～文久2｛ドごろ i手投｜’lタ，；：－r'，＇［柿木

(2）；宝tr.文}rj(本 9制65巻6s111t
J・L例制.iil'fJ}(!;j：編 ・iil'f17ドメL*Jiii・ 11剤l深11：丸編安政5～)j延j亡fド 奥村jlト義 ・ 友次日JHiWi, 1~木

二之丸~~Hi • fil'fJ!J｝，（制 天保13～安政5｛ド 奥村得4室内祭草杭本 （ 「愛知県lヌ1 .%~：」の印アリ ）

31>'..f・3liHt

18巻lOilfr

15巻1311庁

3P'..f3lillr 

19巻19illt

iil'fli架JI：御！必制 .－＝－之丸私，j 安政5～lリl?fi初年奥村友次自llir'i,1~本 12巻12111t

始泣制 文久2～lリI＜計l)iド 奥村友次郎校計、 ！司祭ir'i.1~木 （ー；の丸称il..:J. ド！日l袋 「） 3巻 3111t

(3）名前hUJ＆木 H由お1巻31111t

凡例制 ＇ iil'fl ヲミギjご編 ・ ｛朗＇＊丸結；~ ・ 1何Ii采チ ｜こ丸編 llJI 治初～20｛ドこ’ ろ l紋 ｜二本 （税法左文庫本の － t~JI ） 写カ

14r::.,-,J,11i'm；変ttll本 4制31考会3lillt

！日l lリi治～11(1手｜巾＇J{j'.ごろ t".111H城本当・ヵ

(5）名前111山花r¥Vlf.il 1央lヌl，円台｛：本 9制541Js6111t

｜リIifi42iド6}j、名古l:ti"j~と資料と し て、奥村定 （友次郎） 氏によって 、 ~"j):'.l子、校合、装 rが完成。 版本は、 ｜口l

JJ:.1i)j・1総本 （現点洋文}rj(厳木と税法}L文w本の－ttll)

WH  f’f ~竜 iJ'. • t~I 
8 .18 ,l!f’I: 

!It f・II ヰII奥村川淀 if.J持 111: 
13 I 50-l' I 2 城代 F.ii＇’t小平太へ，.，.. : 

似の ·：~II を従，＇ ！ ＇，
このfドより執令慌を！HJ好i
J.J.次f!lljr毒fーとなる（7 ...Jr) 
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1844 I I 
2 I s3..Y I 10 城代jj山悦／ι術門へIs 13代部u変滅
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8 .:/ti ~1 大 ~.~ J!l'.li ' loi

5 I 66-l' 

8 .15 斤制限川、 1I 
（＼.：漏れf守品.t

ぷf~~ 3 I 40-l' I ~＇.f.flr：を安 る
1832 I I 
4 I 41-l' I 4. 7 1吐J亡没（64..J')

4～ 5 I 
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5 ~~ ／(.f 、 Xf~~己主 .y.:

2 I 70-l' 
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6 14 f¥.:i'.fr i=.J変忽！

自1Ji竹村通央没、民主，IfをI!昨I6 へリ－irlit'i米航
人 ｜

2 勤続多fドにつき令也 I3 I 1米布1$.ll条約
l』！日 I;（・l
,1ff，を「1t<1wiru.11r1n, rm」
とする
6 .10～11. 5 制II里f安.t.i 4 
悩 までを佼l剤、 「金城i！~
甘了主主」と命名
7 irr部I:の絡をさけて
総花 （のりよし）を俳災
（かつよし）と己主める
10. 22「令城品市鉢」 5細 I3 桜1111＂］外の変
31111｝を城（¥.:il1i川又在術！”119.41.t!W剛mを解か
を通して部へ献I: ｜れ1.\l~ IJ野と 改める
11 友次郎、｝Jiil士七干2人分
12. 6 御広数lilJ!Jnj主総。
I 1i加Jj件、 lilf!M除 lil!l• l'iiil
Ytiはそのまま
7 将＇•！（の ｜治にそなえ 、 I 1 以ド！”l外の$＇.
J1/.H'i:it1i川よりの本)Lにつ I2 利引除隊 6 
いてのn縦に干子える I ・ tr~1.&'. :-'1r・1寺市後!tl織
7. 25 ii：’1二；＜；：

4 I 1米路公j邑尚条

約 7 交政 大!JX
滞 1:1変忽！µ，~ ）,ril網m
15代t濡l:i支l.:i¥ 10 
14 f\: :l :'f "I 〔 ’－~・ 1支



蔵書にみる幕末の尾張藩～（1）奥村得義と金城温古録～展示1=1録

一著作一
1 . イitJJ£il11\.11if.，~ 651.£'65lllt 

奥村川j世

パf~~13：ドーlリlif；初年民主トt1’トj唱 友次f!ll'';:

2. 令M?lu',111U（ れ内Ii~ ＂バar\V!HxJ .%'i°':11’hli) 64どき56lllt
j,;J 拠付：正佼 1111ih42!i'.'1;: 

3. 4公iJ.iト；i'fd十少） （｜「i]) 17 lllt 
川和i lllJif;:r.川A、γ211ili1 di史料i浜市’＇；.

4 木、J'-,i走（J口］） 2 ＇：＇.き 2Jiit 
J1iJ紘i Jd~~ 8 ：ドlj': JoiJ市・・；：

5. 1F.1JJ争住民(11i]) 1 lllt 
J,;J ;1:1 i,j.；、！日r•五 （「 I ~jl') 

6 tt:;;.;:J）；、fi・,',¥(j,i]) 2 lllt 
JiiJ ;1:1 i,j.；、JYJ’び（！日］）

7 Ht殺’U1 H調1+.1ll~主 ｝j ： 配制 J11川公J.'J. 米之ー条（ Joi]) 1 lllr 
J,;J ll1Jif;43：ドγ＇11i1;1di史制築市’1;:

8 j前l}Ji¥(!/11旧制刈向平（名11iii11I i t<1HM；正＼11hlil 5 .fli: 
J1iJ 文久 2:J'.'•;: (I’I 'iり

厳密
9 JiiJ総U ・’i= if； 力的立； 1~X －条WI 1 lilt 

i1:1 i,jぇmp;:

10. 11付f.U・ィJ:I ; [iljl ft:l(.f 1 j ifilji途1Jif.卸会釈WI 1 lilt 
品川く 7：ド写

11. j 1;1手f'・U・ i剤l 代初＇Jiiljl飢 iil!lfj~術lllfi 2 lllt 
il:J i,j、HIJ"I

12.い、i舵＇U iil!IX：口調If!芸ib!WI（才，甘j/;1"j車r1V1~ 3 lllt 
＇＇＇！た｜刈，1H¥f日夜）

リl、化 3 ：ド l処村i’i沌~.＇ 1
llJJif；：ド1::1ふ・r. ,1j1;1 di＇.と制浜市・ 1;:

13. I i村忠鉱 .i剤lx’j：蹴~~i純合文政以後 ド 1 '11＇， に』、1 1 1 Jiit 
/J比fl応分（J1 ii) 

止－久；l:(!'-1丸付i’ト浪~. ＇ 1 lリlif;42：ド川ヰ：，勺
14. 11、｜手ιi占.I己州｛何I／ぶ倣｛剤Ii笠ド｛、I之 JdJUJ,;JJ 1 111 ｝ 

ぷ（~ 14 ：ド l丸付山花拠，1/ lllJ治fドll:J,J.:川市’りー
15. I iii佑鉱・ /iljlJ］持 F 己主•＇1’i －条 1 Jiit 

ィ1:1i,j.:／日l’1;:

16. I iii総鉱.I f'.•J長沼臣十て桁之 ’J~ 1 lilt 
;;,1ノjミ7：ド’＇／

17. Jiill'f'・H ・ rむl11，止、 3＇：＇.主 2Jiit 
三・1攻6：ド’り’

18. J iiJ.f必主主 ・伺llf}J).i.'.4*'<i・ j亡｝j,1j文怖(Iii]) 1 Jiit 
奥村f. { 11/!i川ノじf.,1 弘｛ヒ3:r. l処村川災拠.＇！
111Jifi44:J'. }', 11il;1di＇.と制五円け；：

19. I iii 船主よ ・ IEIM続下~·J><l.h.'. ・ f.J'J:xl (j,;JJ 1 lllt 1枚
Xf~~ 7 W奥村山花！処，I/ lりlif;42tr.J1iJ市’び

20. JiiJ佑鈷・｛鋼l;l';.,ii'lli*'r Iイ1助役 ・1U立hr怜（j,;]) 1 lllt 
lりIifi44 :r.1川市’1;:

21. I iii船主主 ・iil!llJJ:Wli11i''H(I行］） 3 lllt 
111Jif; 42 W l ••l 可f’勺

22. I 1ilff.H ・千イ1以上fJりり皮Jlf.t 2 Jiit 
交政 5：ド’1;:

23. い、l総鈷 ・大辺－＇i＇依家船主主{111]) 1 lilt 
リ：L. 化 3 ：ド奥村1’ト .N~. ＇ 1
lllJ ifi 44 ：ドれ 1 1 1/;( di'..l'. ＊判 ~1司け；：

24. I i、l.f必H ・留Iti皮のJi民（Jill) 6 lilt 
竹 1 J1 l~ li1/!il"l

文久；l::1＇.奥村 1＇ト災拠， I/ llJJ ifi44：ドJ1iJヰγ’；：
25. J 1 ilf必U ·1f＼人 J ［殿J~.j1j1 /iljl ，：·，~l ri ］ ~巨 ・Hヴi; 1 lllt 

交政4:1'.’•;: 
26. J iijji，」係長・llJJ倫5；そ!If;IJ;( 1 illt 

i1:1; ,J.:HIJ ’•;: 

27. I 1、l枚、H・ 何II下ljiljl役W/!Ui I Jiit 
交正史 2 ：ド’•；：

28. 1L:M1o:iミγ，,111;1M*JJxJ (J,;JJ 1 t-x 
大1E2 :r.γ＇11il;( di'.J.：制弘司γッ

29. Jjif;tド1::i之γ111i/J.1J';<j ( :1'1 1iiJiリ1Hhi!H!W，会11hlt) 1 11i1h 

30. /','II/I: （れ1111;1di五（＼ 111~ ij •!).!; J・xJ , %'i'i 11hli J 12 lllt 
i丘十1~i'.Ol! J~ f~~ 7 :1'. 

31. j』以｜い攻法（11 ;]) I Jiit 
i山JJ;j＇.ζ作 ;;,H< 2 :r. l処付1’｝.；唱’•；.

32. 11iilfi . .'.,;(J1i]} 1 lllt 
泌辺HU'J: iC1 i,j.;J!JJ万

33. 干汽 i.•，と＼ k;恥\fHJ(J,;JJ I Jilt 
;;,\,jく；l:!J＇.~付 iリJ竜’り

34. ~＇.（l武Llii色 1 j1 ,tl.'.(.to/) (J1i]) 5 Jilt 
i 1:1 ; ,J.: HIJ 1Jぐl'f-1Ef.i' ’•；：

35. ,'J-t;:i~dU I• ;JJ 8 Jiit 
大型fJl;I1£ g久；l:!j＇.，勺．

36. tljj十バ・総鍛 10＇：＇.さ 5lilt 
部~i也d賀川fl,i Jd1~ 7 ： ド’•；：

37. 止ピネ·，；~！！払：U 3 ｛主 3lllt 
oJ1、化 3：ド’び

38. 全l(.f紀中立 2 lilt 
文久Jじfド拠卜「｝，＜，次f!I>・ 1J＜ ~1f· 1Ef，＼，り

39. I（ド坊Z正』（，：己 1 Ill ｝ 
Xf1~ 14 :J'.1Jく ~·r-1E f,;’•;: 

40. l己d長い‘｜御U;J丘之rt
i 1:1 ; ,J.: HIJ'' 正

41. 1J< l(.f /iljl ,l/IJ 2 !llt 
ノd1~ 5：ド拠

42. 1 ］ 、て序： IJ;!.L毛 1111 古’よ’ I ~ 1 Iii ｝ 
小~'f.IJ;Uを，＇ •, i 1:1 ; 1ifJ Hll’＇I(I’l今作）

43. ｜『iJ

！”l J~f1'. L J fド小午 Ui!.’1;:
44. ｜『iJ

！”l ;J:1 i,j.; ！日lノlぐl'f'1F.f,('j.
45. J E；十｜。I111!1丸ぶ

J~.tlJiif'{'W1 1i .ir J~~＇ ff.\ ;;:-t:'( 

Xf1'. 6 :I'・1見付1'f－淀V
46. ·~·；£，jく iif11 J・.iK，＼じ

パf1~ 7 ：ド~トt1’i戊勺．

47. f；；，：初公lil11if;Jll:.li.'. 
Jd~＇. 6 W ！匁付1n~畦’り

48. I [•Jl｛大十l~
Jd~＇. 1 3 ：ド 4く~！ f1F. f, ：・’＇／ 

49. -i'¥r＃.＇・，：u11： ~iロ i'i' 川み；：；.；
i r1; 4、，HIJ"/ 

50. i~家会2ボ妙
立；政 9：ド竹十Jj位央・・；：

51. f,J1£11i ・J~H
•Ji. Iヒ2:r.~ 付i~~災’•1： ’

ー伝記資事ト
52. 部 I:}',・,{f ¥.i¥27illt 

ィ1:1’,j.:J日l”；：

1 Jiit 

1 Jiit 

1 Jiit 

1 lllt 

2 ｛き2Jiit 

2 ＇：＇.主 lJiit 

1 lllt 

I Jiit 

1 Jiit 

1 lilt 

53. 作のI昨j！・必!.M!i!:r1下谷11-20 (11((¥1/!f.1!1 ！丸l:XJ.'f館 1Olllt 
11hli) 

*lll'l'f~f,:j 
ィ1:1;A、！日r•;.

54. i(i の if~i ！·~V時i'.':2 ＇慌之さ21. 26. 29. 30. 3llllr(J1i]) !Ofllt 
/oil ll)J if; fド川本名山1;1rli'..l'. 知B:r＋：’•；：
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ぐ

に

芸ち：お芯：：~~総当Z 蓬左アルバムぉ：：：JI;誌：：：J，＜；~.（お

9. r，古F意識書の思い，＇I',( 2 ) （「れ，l;Ji1,f:i .＇~ 刻だより No田 1 7 ・ 1 9」より 11Hkl

政，＇｝のf1JI 1＇が」日本化したのは、 ll （~,f1133fドの秋ごろです !'Ill j" を （］~ す， :r も多く、新IHJ などでもとりあけ‘られたの

ですが、 iii、＇）J,,jがなかなか｜リIiを決定しませんでした。J)l.(1：、 ：制の制!t委0である材、前 ・J..＼：も｜リldffUlliの・文

を祈IHJに1tぶしてくださった l人でした

、1)11.'1＇の1'1!11-Ji'di.lk小林｛1:¥i川氏｜’｜身 も、 r,j¥J.i1,"Ci.1：＝については、 f!'l-tJ1;r1'・Jt'r成で・はなかったようですし 、とにかく

diの 1:1.;1:'fllにとっては、 γ11＇了1i1Jl~ ,I~ などには 、 あまり ｜見l心がなかったようです。 むしろ、教f｛委u会が熱心で、

‘ 1) 11. '1＇ 丈wが)/I：，していた社会教f{,i~！ あたりが＂＇心になってfib正 していました。

車.＂

した そして、 ll({.fll34ii＇・の祈flミ！主カ、ら、 j主；，：文wを・M.万J，’iとして、 fl](j・ · J~ 業がIf,；められ 、 －：縦H；まで·：守めると 301｜ " 
にtJ、よ－Hl、と4ノ1干片j寸：j殺’1：：とのつきあいがス夕一卜することになりました

~~ui!t 安 l1 は 、 iji~1ifi からの安 l1 、 le'.ibt.i久弥、佐 々 本｜係長、＇ ＇＂＇＇秋？！iiのれ先生 、 参与だった 1'11"・ 1 引先生、 そして名

1 1 11i11/l, I ~の i ＝. ともいうべき jじ制集主 主任 dit,(r,鍔先生の 5 人にお時点いしました。 大かたの}j とは以前からのおつき

あいもあり、 r,r11h1に米てからは、みなさん通！：＿，：文w，の；：；：辿でもありましたが、佐々木先生とは、それまであま
りJ（；ι織がなく 、あらためて、llf!i＂七まで仰政般にうかがった，（ じ’憶があります。とちらにしても、併さんr,1111;｛政，！？
については私よりベテランばかりでしたので、まずは安心 してはじめることができました。

とくにdit,(r,先’I：：は、II({fl! 16 fドの制器開始から24fドの山本まで、 r,,11h1応gとともに歩まれ、 A.： 「ljのまま 1J11析し
た紙！肢をお1.'fちなだけに、そのもけ＇k,はたいへんなものでした 山川先生はiinU’tな}jで、 ・孫年長でもあり、いつ

もW.b毛絡を勤めていただきました J\:' I ： はもともと J:fli'.ilRのplfJ家で、 文w にも北条’）.：； ll .'1＇の ， I~t百を品目いたものがあ

ります

すでにIJ;(怖があるとはいえ、分史ii・3桜JillされてからIOfド近くたっているため、まずIJ;(｛｛.＼＇！~ft: <J)険』；ナが11・われ、

大：＇ii；なものは ・Ii.＼＇似rnされることになりました。合えったものの内、 ＞J・<,f文相nil二分加されていたものはl'fljり、さらに
新しい資料も加えて、 10制25llltに 145「｜ーの資料を収録して、 fド5lilt、5ヶfj＇.でプcfする，n・1111iがi)とまりました と

ll(j35lf 6111011 地n剥「全鱗)L1-JL之峨」のぷ：Jft.;t;笑
:r 1ir1で.J，：ーから竹Ill印刷泌辺1¥:.di t.r：光’I：、 句作(I

くに I（附先生には、御 ｜’ lb!-の fiJf-11波ftHから、 t~ 多く析しく Jj)(

3止に｝］IIえていただきました

析しく Jj)(f:k を i}とめたものは 、 IJ；（かみから （~： らねばなりません

でしたし、すでにあった！以前でも、ずいぶんTを入れたり 、

はじめから ， I~ き fl ＇（ したものもあります。 ですから、年 5 !lit F・lj

(j-というのは、いま汚えるとずl、ぶん月！f:謀な，l1'11li1だったと，也

L、ます

Mト））に（＼ーをあげたのは、正P!1Iリ所でした この11.'i'ーもdiの川l文

泌を通して｛代似したのですが、 JIJIふ；棋の｝j古｜で、 4つの応，！？

なので、全之さ－つの印刷所にやらせることとなりました 竹

I JIJ'.JJ!1l1]!: iJ.とまりましたが、、1111.'1＇は、引 （1＝：のように’1/1'111［ではな

く、すべてJ斤j－： をひろう作業からはじめねばなりませんし、

名， 1 ,- i,1 政. ＇~は 、 ことばも、寸：もむずかしいものが、 l へージ

にぎっしりつまっていますので、こんなにH:Jのかかるもの

を年5liltもひき叉・けたのでは、機械のやりくりもたいへんで、

.j;gi:が介わないと＇ i＇っていました

~l&i'.立川I I淡（；亡f~ ！r： ：幻伝説Jtt:filf’先w
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出版物一覧

r,,1，－出iiij制 ・：>cH岐路71-Wl=I $以s.50年刊） 3,500円 名古屋叢書三編全19巻20冊（555寸 3年刊）各3,000円
;}',,1；犀di；盗心：文JoHIJ;!i I：＝ーうけ((Fjj北（s 51年刊） 4, 0001斗
r. ,1,-hl市注1..r.：文w,1，文：1r-,1，絵図HH( 同 ) 2,5001.iJ 
J己的久弥コレクション 目録第一～三＊ 2キl,SOOPJ

r .• 11hli枝子HIE制）不引 ・総討H(s. 53年刊） 2, 0001司
;}',,1；尿様子：＝統制点引（s. 47年干lj)

;}',,1，民議内統制総！＝IH( S 44年Fil)

1YH~ 角平是l1凶HW.一一三集 （s 55.if.~lj.版 ）

700円

400円

ft 300内

j宝メr：立：Joi(. ilf,[J.¥J7.IJ.11¥l-Xlf:止（s. 531r. rリ） 3001'1 

蓬左文庫所蔵古地図複製 No.1～No.15( S. 55～61年刊）

I I己•JL~ i！』.till家z長J

2. ltliifrlll：’卜

3. I日l 卜

4. I：材、ilf:ilnlf.Jc編

5. ltl•J長 fド 1!111" ・ I ~絵抄 ｜： 

6. I日l •I• 
7. l

 
－H 

8. d長州fド1!1/i"'Ji紗・I出長俗諺.ltl•J長「i'i:遊 \IS

9 怯iitW'1下（妙） I・. 
IO. I日l I; 

11. 五~｝；γft）被 . !-1111 J止~~！え

12. iiiのii商 店家例日実・家’Ji維識

I . I (!{.fr', , L,"Ji1 j・xj 

3.γ， ,1,-1;u・x1 

5～15 I 己リL~ぷ f.Jl :< I

各 1.800円 13. Jd民会記妙本
2.IOHγ，111Niil!IJ11( I、之1・x1 14.令1りl鉱

4 .l( •Jj ~ 八 1m1 ·x1 is. ltl•J！~ Ji言・水かはり・iH越}j式集・ ・，.：.，－北胃袋のMiWI

5 .lc'.•JJH'<I 6 .->1知llll i ~（ 7.愛知llli1lli8.作1IJl'lll; 
9. f'.' ~ /lli I 0. ~＇~I II II. )')-;j;J/lli 12. 1i1dUlii 
13. ii1i111i1m 14. 11•1::i1m 1s. ii);咲llli

御本印型書鎮 （s. 58年製） 1,000円

堀田文庫蔵書目録（S. 58年干IJ) 500円

蓬左文庫絵薬害＜ 8枚組〉（ 同 ) 300円

蓬左文庫図録（ 同 ) 1, 500円

蟹江慶次郎旧蔵書目録 （s. 62年刊）

:ff Lili氷解・｛谷川弁

16・h'llJI：・也イI全集I:( 1/'.1•J 和歌縦）
17. l1il 1!1 WI＇文・ (Jlo,i1命fJl0,l,f;k：制）
18. lll ！日l ドlll ( j1j 11）・泌詩文編）

18. 12! l•il Fl2l （』［：：f）；－，｛業経・｛ふle資料・追IJJI・参汚編）
19.物品織r.・物1'11'1識r.trt逃・本市：会物品lI j止・ 4~1ly 1;: •1Y t'1 #rt 

＊以 l・.(7)/1¥J:tii物は、本文1・1；・j・；務毛において’/Ji［布してい
ます。手1；送:tli・切の｝jは郵送料が必要ですので、お！日j

500円 い介わせ下さし、。（ただし、山地｜χ1版製は銅；送不可）

I> I> b 利用
！＞開館時間午前9II寺30分～午後 511寺

！＞休 館 日 毎月1111！日 ・第3金11/i!日（館内守主連！日）

I 1（なる場合は日端！日llii.月・火休館l
祝日 ll'1附 II 月火！*Iii J 

年末年始 (12月281::l-1 JJ 4 H) 

覧 館内に限り、館外貸し出しはいたしませんb閲

（閲覧料）普通図書無料

重要因許有料（1古l¥350P-J) 

示 1~n11.1°1i:必II ｝：ーの一吉IIを展示

（特別展を｜徐き入場無料）

！＞複写サービス 普通図書のうち、保存上；；：月半のない

！＞展

も のについて使~：サービスを行いま

す。その他、マイクロフィルムの利

用、写点槻；；診の申請を受け付けます

ので、ご米l!P.の上、ご相談下さい。

案内 <l<l <l 

名古屋市蓬左文庫

干461名111屋市東区徳川町1001番地

宮（052)935-2173

（〈名，1;},j{
f1j＂＇＇ス「本j也ヶlff.}j 1f1i 1fr 

〈栄か ら〉 小 〈スζ亙三二)f•JIIlJ 」「 1'1111 ヶ Jl:1
rir.1：・：；’P.W1 if 

「新II¥米」ド’j（、徒歩4分

二二二二コ
二二二二コ
f栄 ・日，•，H駅

一一一一一一「

亡
亡Hllll叶
F一 川’llll!

),tt1パス ーれD.パス
f’~m米』

「蓬左」第41号 会、V-11父2fド4111411先行会編集 ・発行：名古屋市蓬左文庫（東区徳川町1001番地）

会無料 －（：，不定WJ刊行 食印刷l：大同印刷株式会社（東区泉2-3 -18) 
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